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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　かご室の奥壁に開口したトランクと、下縁部がかご床面よりも上方に配置されて上記ト
ランクの開口部の側縁に一側が鉛直軸線を介して枢着され、常時は上記開口部を閉塞する
位置に保持されるトランク扉と、下縁部が上記かご床面に枢着されて上記開口部間口に対
応して配置され、常時は起立姿勢に保持されて上記トランク扉の裏面側に配置され上記開
口部を閉塞し、上記トランクの奥側へ倒伏して開放位置に変位する補助トランク扉とを備
えたエレベーターのかご室装置。
【請求項２】
　トランク扉の回動端に設けられて、上下変位自在に構成され下降して起立姿勢に配置さ
れた補助トランク扉の受け具及びトランクのトランク床に設けられた嵌合孔に嵌合する止
め棒を有する止め金具を備えたことを特徴とする請求項１記載のエレベーターのかご室装
置。
【請求項３】
　補助トランク扉を、起立姿勢時においてかご床の縁部に立設された幅木の高さに対応し
た高さに形成されたものとしたことを特徴とする請求項１及び請求項２のいずれか一つに
記載のエレベーターのかご室装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　この発明は、奥側の壁板に開口したトランクが設けられ、またトランクを閉塞するトラ
ンク扉が設けられたエレベーターのかご室装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来のエレベーターのかご室装置においては、かご室の奥側にトランクが設けられ、か
ご室の奥壁にトランクの開口部が設けられる。また、トランクの開口部の側縁部に一側が
枢着されて下縁部が床面に近接して配置されたトランク扉が設けられて常時はトランク扉
が閉塞位置に配置され、トランクの使用時はトランクの外側、すなわちかご室内側へ開放
される。
【０００３】
　従来のエレベーターのかご室装置は上記のように構成され、トランク扉は常時は鎖錠さ
れていて、トランクの使用時に解錠されてトランクを開放するように構成されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　従来のエレベーターのかご室装置では、トランク扉の下縁部がかご室の床面に近接して
配置され、またトランク扉がかご室内側へ開放される。このため、かご室の床に床マット
が敷いてある場合には開放されるトランク扉が床マットに当たって開放不能になる。した
がって、トランク扉の開放に先立って床マットを撤去する必要があって、トランクの使用
時に煩雑な手数が掛かるという問題点があった。なお、かご室の床マットを撤去するとか
ご床面の塵埃が目立つのでトランクの使用に先立ってかご床を清掃することになる。
　また、従来技術として、乗りかご内壁に設けたトランクと、このトランクの入口に乗り
かご内方側に回動して開く扉とを備えてなるエレベーター用トランク付き乗りかごにおい
て、前記扉を開く際、その扉を所定寸法上昇させる構造としたものが知られている（例え
ば、特開２００１－１７１９５１号公報参照）。しかしながら、この従来技術の構造のも
のでは、扉を閉じる際に、扉がその自重によって所定寸法下降することになるので、扉の
下端とかご床との間に物が挟まれることがある。
【０００５】
　この発明は、かかる問題点を解消するためになされたものであり、かご室の奥側に設け
られたトランクの使用時に容易かつ安全にトランク扉を開閉することができるエレベータ
ーのかご室装置を得ることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係るエレベーターのかご室装置においては、かご室の奥壁に開口したトラン
クと、下縁部がかご床面よりも上方に配置されて、トランクの開口部の側縁に一側が鉛直
軸線を介して枢着され、常時はトランクの開口部を閉塞する位置に保持されるトランク扉
と、下縁部がかご床面に枢着されてトランクの開口部間口に対応して配置され、常時は起
立姿勢に保持されトランク扉の裏面側に配置されてトランクの開口部を閉塞し、トランク
の奥側へ倒伏して開放位置に変位する補助トランク扉とが設けられる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
　図１～図５は、この発明の実施の形態の一例を示す図で、図１はトランクを開いた状態
を示すかご室奥側の透視図、図２は図１において片側のトランク扉を閉じた状態を示す図
１の要部拡大図、図３は図２のＡ－Ａ線断面図で両側のトランク扉を閉じた状態を示す図
、図４は図２のＢ－Ｂ線断面図、図５は図２における下側の止め金具箇所の拡大図である
。図において、かご床１の縁部に幅木２が設けられて幅木２の上に側壁３が立設される。
【０００８】
　そして、両側の側壁３の相互間に奥壁４が設けられ、側壁３及び奥壁４の上端を覆って
天井５が設けられてかご室６が構成される。そして、かご室６の奥側にトランク７が設け
られて、かご床１面が奥方向に延長されてトランク７のトランク床８が形成され、またト
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ランク側板９及び奥壁４に開口部１０が設けられる。
【０００９】
　また、両開き戸からなり下縁部がかご床１面よりも上方に配置されたトランク扉１１が
設けられる。そして、トランク扉１１はそれぞれトランク７の開口部１０の側縁に一側が
鉛直軸線を介して枢着され、常時はトランク７の開口部１０を閉塞する位置に保持される
。また、一方のトランク扉１１の回動端側に両側のトランク扉１１を鎖錠する錠１２が設
けられる。
【００１０】
　そして、下縁部がかご床１面にヒンジによって枢着された補助トランク扉１３がトラン
ク７の開口部間口に対応して配置され常時は起立姿勢に保持されて、閉塞位置に配置され
たトランク扉１１の裏面側に配置されてトランク７の開口部１０を閉塞する。なお、補助
トランク扉１３は図４に示すように、起立姿勢に配置された状態において見掛け上、幅木
２の高さと同じ高さに形成される。また、止め金具１４が他方のトランク扉１１の回動端
から突出して設けられて、トランク扉１１の上下端部にそれぞれ配置される。
【００１１】
　そして、止め金具１４は長手が上下方向に配置された筒体１５、筒体１５に設けられて
長手が上下方向に配置された溝穴１６、溝穴１６の上下端にそれぞれ設けられて水平方向
に拡張された切欠部１７、筒体１５に摺動自在に嵌合された止め棒１８並びに止め棒１８
から突設され溝穴１６及び切欠部１７に移動自在に嵌合する突子１９によって構成される
。
【００１２】
　また、補助トランク扉１３の裏面には止め金具１４の止め棒１８が空隙を形成して嵌合
される受け具２０が設けられる。また、トランク７のトランク床８における止め金具１４
の止め棒１８の下方位置に、止め棒１８が空隙を形成して嵌合される嵌合孔２１が設けら
れる。また、トランク７のトランク床８には倒伏姿勢に配置された補助トランク扉１３の
受け具２０が収容される凹所２２が設けられる。また、かご床１面に床マット２３が敷か
れている。
【００１３】
　上記のように構成されたエレベーターのかご室装置は通常時において、補助トランク扉
１３が起立姿勢に配置され、また図１における左側のトランク扉１１が閉塞位置に配置さ
れる。そして、左側のトランク扉１１の下端側に設けられた止め金具１４の止め棒１８が
下降されて受け具２０及び嵌合孔２１に嵌合されて、突子１９が下側の切欠部１７に嵌合
される。これによって、左側のトランク扉１１が閉塞位置に保持されると共に、補助トラ
ンク扉１３が起立姿勢に保持される。
【００１４】
　また、左側のトランク扉１１の上端側に設けられた止め金具１４の止め棒１８が上昇さ
れ、トランク７の開口部１０の縁部に設けられた嵌合孔（図示しない）に嵌合されて、突
子１９が上側の切欠部１７に嵌合される。そして、上下の止め金具１４の止め棒１８がそ
れぞれ対応した嵌合孔に嵌合されることによって左側のトランク扉１１が閉塞位置に保持
される。次いで、図１における右側のトランク扉１１が閉塞位置に配置されて錠１２によ
って両側のトランク扉１１が鎖錠される。
【００１５】
　また、トランクの使用時には次ぎに述べる操作によってトランク扉が開放される。すな
わち、錠１２が解錠されて図１における右側のトランク扉１１が開放される。そして、左
側のトランク扉１１の上端側に設けられた止め金具１４の止め棒１８が下降され、トラン
ク７の開口部１０の縁部に設けられた嵌合孔（図示しない）との嵌合が解消され、突子１
９が下側の切欠部１７に嵌合される。
【００１６】
　また、左側のトランク扉１１の下端側に設けられた止め金具１４の止め棒１８が上昇さ
れて受け具２０及び嵌合孔２１との嵌合が解消されて、突子１９が上側の切欠部１７に嵌
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合される。これによって、左側のトランク扉１１のトランク７の開口部１０及び補助トラ
ンク扉１３との間の保持が解消されて左側のトランク扉１１が開放される。
【００１７】
　また、左側のトランク扉１１の下端側に設けられた止め金具１４の止め棒１８の上昇に
よって、補助トランク扉１３の起立姿勢保持が解消されて補助トランク扉１３がトランク
７の奥側へ回動されて倒伏姿勢に配置される。なお、この状態において補助トランク扉１
３の受け具２０がトランク床８の凹所２２に収容される。
【００１８】
　これによって図１に示す状態となり、またトランク扉１１の下縁部がかご床１面よりも
上方に配置されている。このため、トランク７の使用時にかご床１に床マット２３が敷い
てある場合であっても、床マット２３を撤去する煩雑な手数を要することなく容易にトラ
ンク扉１１を開放することができる。したがって、少ない手数で迅速にトランク扉１１等
を開放でき使い勝手が良くトランク７使用の利便性を向上することができる。
【００１９】
　また、左側のトランク扉１１の下端側に設けられた止め金具１４の止め棒１８を下降す
ることによって、左側のトランク扉１１を閉塞位置に保持すると共に補助トランク扉１３
を起立姿勢に保持することができる。したがって、トランク７の閉塞時の手数を減少する
ことができる。
【００２０】
　また、補助トランク扉１３が起立姿勢に配置されない状態では、下端側の止め金具１４
の止め棒１８を下降することができず左側のトランク扉１１の閉塞位置保持が不能になる
。このため、補助トランク扉１３が倒伏姿勢に配置された状態で放置されることがなく、
トランク扉１１等を開放してトランク７を使用した後に、補助トランク扉１３が閉め忘れ
られることによって生じる不具合を未然に防ぐことができる。
【００２１】
　また、補助トランク扉１３が起立姿勢に配置された状態において見掛け上、幅木２の高
さと同じ高さに形成される。このため、両側の側壁３の下部に設けられた幅木２とトラン
ク７の下部を形成する補助トランク扉１３とが、視覚的に連続した状態に配置される。し
たがって、かご室１の内装における美観を向上することができる。
【００２２】
【発明の効果】
　この発明は以上説明したように、かご室の奥壁に開口したトランクと、下縁部がかご床
面よりも上方に配置されてトランクの開口部の側縁に一側が鉛直軸線を介して枢着され、
常時はトランクの開口部を閉塞する位置に保持されるトランク扉と、下縁部がかご床面に
枢着されてトランクの開口部間口に対応して配置され、常時は起立姿勢に保持されトラン
ク扉の裏面側に配置されてトランクの開口部を閉塞し、トランクの奥側へ倒伏して開放位
置に変位する補助トランク扉とを設けたものである。
【００２３】
　これによって、常時はトランクの開口部がトランク扉及び補助トランク扉によって閉塞
される。そして、トランクの使用時にトランク扉及び補助トランク扉が開放されるが、ト
ランク扉の下縁部がかご床面よりも上方に配置され、また補助トランク扉がトランクの奥
側へ倒伏して開放位置に変位する。このため、トランクの使用時にかご床に床マットが敷
いてある場合であっても、床マット撤去の煩雑な手数を要することなく容易にトランク扉
等を開放することができる。したがって、少ない手数で迅速にトランク扉等を開放でき使
い勝手が良くトランク使用の利便性を向上する効果がある。また、トランク扉を閉じる際
に、トランク扉が下降することがないので、トランク扉の下端とかご床との間に物が挟ま
れる恐れもない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１を示す図で、トランクを開いた状態を示すかご室奥側
の透視図。
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【図２】　図１において片側のトランク扉を閉じた状態を示す図１の要部拡大図。
【図３】　図２のＡ－Ａ線断面図であり、両側のトランク扉を閉じた状態を示す図。
【図４】　図２のＢ－Ｂ線断面図。
【図５】　図２における下側の止め金具箇所の拡大図。
【符号の説明】
　１　かご床、２　幅木、４　奥壁、６　かご室、７　トランク、８　トランク床、１０
　開口部、１１　トランク扉、１３　補助トランク扉、１４　止め金具、１８　止め棒、
２０　受け具、２１　嵌合孔。

【図１】 【図２】

【図３】
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